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が与えられた時，

dT
i x = bi (i = 1, 2, 3, 4, 5)

をもっとも満たす x ∈ R4 を求めたいが，どのような値になるか（候補が複数あることに注意
せよ）．

2. Sと T をRnの２つの独立なベクトル部分空間とする（つまり S ∩ T = {0}）．このとき，以下
の (a)と (b)を証明せよ．

(a) ∀z ∈ S ⊕ T は z = x+ y，x ∈ S，y ∈ T として一意的に表現できる．

(b) dim(S ⊕ T ) = dim(S) + dim(T )．

(c) Sと T が独立でない場合は (a)と (b)が成立しない例を示せ．
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